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【目的】地方自治体は域内各地点、東京都では92 ヶ所、でNOx 濃度を測定し。公開している。これ

によるとNO ｘ濃度は時刻によって数倍以上変わり、地点によっても ４倍程度の違いがある。私たち

の生活や仕事の場でのNOx 濃度を測定､ 記録し、各場所の情況を把握して議論の根拠とすること力惺

ましい。本報では、前報のJIS 法の簡易化の報告に続いて、NOx 濃度測定のキーとなる発色液の色素

濃度の測定方法を改良したので報告する。

【実験】JIS法であるザルツマン法では、流通大気中のNOj による色素の形成、NO の酸化、NO,による

色素の形成、２液の吸光度測定を行う。前報で簡易空気ポンプ、ポリ瓶。市販塩素荊票白剤からなる

可搬システムを考えた。発色液の測色、記録。保存が問題となるが、本報ではアニオン界面活性剤で

処理した絹布が､ 発色液中で濃＜染まることを見つけたので、これを利用して測定できることを確か

めた。絹布処理条件、染色濃度を検討し、NOx 濃度評価の精度を確認した。

【結果】１時間の通気､１時間の染色で評価できるようにするため、布が濃色に染まる必要があった。

マルチファイバー布を前処理して濃色化をはかった所。調べた14 種類の各種界面活1生剤のうち、ド

デシルおよびラウリルベンゼンスルホン酸Na の0.1% 溶液による処理で、目視で比較できる程度に

絹が濃色に染められることがわかった。これはジアソ化カップリングにより生じる色素が、カチオン

性であるためである。環境温を考えて染色温度をO ～20°Cとしても、濃度評価の誤差は小さい。

0.01p叩 刻みでの評ｲ面は、標準色票との比較で行うことができる。この方法で、東京都日野市および

周辺のNOx 濃度を測定した結果を報告する。
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＜目的＞大気環境中の二酸化窒素（Ｎ０
２）

は、わが国の大気汚染における削減対策のターゲ

ットの一つである。健康影響と共に生活器材への損傷効果が懸念される。本研究では、布帛へ

の影響を解明するための基礎情報としてNOa 由来の付着成分の挙動を検討した。

＜方法＞布帛への付着量を検討するために、５種類のJIS 添付白布（毛・絹・綿・ナイロン・

ポリエステル）の布90cm^   （5cmXi ８ c m）を用いた。プラスチックボックス内に懸

架し吸引ポンプを用いて環境大気に２～８日曝露した。回収後。試験布を入れた三角フラスコ

に純水1  5m  Iを注入し。振とう機に１時間かけて付着成分を抽出した。試料溶液をイオンク

ロマトグラフで分析し、NOr およびNO √の付着量を求めた。また、通気中のNOg および

ＮＯ濃度を化学発光法により連続的に測定した。

＜結果と考察＞布帛へのＮ０
２-

およびNO √付着量は、Ｎ０２濃度と曝露時間の積で求めたド

ース量に対してほぽ直線関係を有することが認められた。量反応関係の存在が確認されたと言

える。

また、NOg 十HaO →HNOa 十ＨＮＯ２の反応により等モルの付着が考えられるが。羊毛
布では、Ｎ０２-の量がNOg- より多く付着することが判明した。その比率は、約9  1 % であ

った。また、ナイロンおよび絹でも同様の傾向があった。

しかし、綿およびポリエステルではNO √の比率がこれらの場合より高＜なる傾向が認めら

れた。繊維の化学構造により、NOo ガスの影響が異なることがうかがわれた。
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